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　1880年代に｢日本で初めて民主主義を
求める自由民権運動｣の主要な組織であ
る結社は、埼玉県で50社以上といわれる。
　明治22（1889）年4月に大石村長の新

し ん ど う

藤
慶
け い

之
の

助
す け

（写真3）が発起人総代となり、上
尾・桶川付近から160人を超える民衆が
集まる中で、改進党系の足立俱楽部が結
成された。発会式には、鴻巣町出身で憲
法構想を著した加藤政之助も加わり「地
方自治、憲法実用などの問題｣が議論さ
れた。次の演説会には、新藤のほか須田

守三（上平村長）、矢部定右衛門（後に大
石村長）、三沢常次郎（大石村助役）が発
起人となっている。演説会は、上尾町や
原市町で1年間に4回あり、参加者に細井
竹次郎(後に上尾町長)、原田清之丞(元
上尾村戸長)が当時の新聞報道から確認
できる。
　こうした人々の他、改進党の家里周三

（後に原市町長）、大同協和会系埼玉俱
楽部の原田増太郎（上尾町在住）などに
よって市域の民権運動が推進された。

　
明
治
21（
１
８
８
８
）年
６
月
、
市

制
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
の
に
先
立

ち
、い
わ
ゆ
る｢

明
治
の
大
合
併｣

が

訓
令
さ
れ
、新
た
な
自
治
体
が
誕
生

し
た
。
平
成
13（
２
０
０
１
）年
に
上

尾
市
が｢

平
成
の
大
合
併｣

と
い
わ
れ

る
さ
い
た
ま
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
、

全
国
初
の
合
併
に
関
す
る
住
民
投

票
を
実
施
し
た
113
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。

　
埼
玉
県
で
は
県
知
事
の
命
を
受
け

て
、郡
長
と
戸
長
が
連
合
戸
長
役
場

の
区
域
や｢

民
情
・
慣
行｣

を
考
慮
し

て
合
併
案
を
作
り
、そ
れ
を
基
に
各

町
村
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
合
併
が

進
め
ら
れ
た
結
果
、
近
世
の
町
村
は

１
年
間
で
21
・
４
㌫
に
激
減
し
、
大

字
と
な
っ
た
。

　

上
尾
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域
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領
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大
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、
堤
崎
村
、
中

新
井
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、
戸
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、
西
宮
下
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、
川

村
）、
大
石
村（
小
泉
村
、
中
分
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、

井
戸
木
村
、
藤
波
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、
弁
財
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、
沖

ノ
上
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、
中
妻
村
、
畔
吉
村
、
小
敷

谷
村
、
石
戸
領
領
家
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上
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平
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一
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村
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原
市
町
、

瓦
葺
村
）で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
町
村
に
は
町
村
長
役
場

（
写
真
1
）が
置
か
れ
、
町
村
長
、
助

役
、
収
入
役
、
書
記
な
ど
が
執
務
に

当
た
っ
た
。
そ
し
て
町
村
会
が
設
置

さ
れ
た
。町
村
会
は
、
条
例
、
規
則
、

町
村
税
賦
課
・
徴
収
を
定
め
、予
算

決
算
の
認
定
や
基
本
財
産
の
処
分
に

関
す
る
こ
と
な
ど
を
審
議
す
る
権
限

が
与
え
ら
れ
た
。

　
町
村
会
議
員
選
挙
は
、
公
民
、つ

ま
り
１
戸
を
構
え
る
満
25
歳
以
上
の

男
子
で
、
地
租
も
し
く
は
直
接
国
税

を
２
円
以
上
納
め
る
有
産
者
に
選
挙

権
と
被
選
挙
権
が
あ
る
と
い
う
、
等

級
選
挙
と
い
わ
れ
る
制
度
の
下
で
行

わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
公
民
の
う

ち
町
村
税
の
半
分
以
上
を
負
担
し
た

上
位
が
一
級
選
挙
人
、
残
り
の
半
分

を
納
め
た
者
を
二
級
選
挙
人
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
定
数
の
半
数
ず
つ
を
選
出

す
る
も
の
で
あ
る
。
旧
大
石
村
大
字

中
分
で
は
、
公
民
は
44
名
で
一
級
が

12
名
、二
級
が
32
名
登
録
さ
れ
、
投

票
は
１
日
を
２
回
に
分
け
て
実
施

し
、
午
前
が
二
級
、
午
後
が
一
級
で

あ
っ
た（
写
真
2
）。

　
町
村
会
議
員
は
町
村
会
で
選
出
さ

れ
、知
事
の
承
認
を
受
け
た
町
村
長

や
、町
村
助
役
と
と
も
に
無
給
の
名

誉
職
と
さ
れ
、
地
方
自
治
の
中
心
を

担
っ
た
の
で
あ
る
。

（
上
尾
市
文
化
財
調
査
専
門
員

　
犬
飼 
大
）

町
村
合
併
と
町
村
自
治
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写真3　新藤慶之助

写真1　上尾町役場（昭
和初期撮影）

写真2　明治22年の大
石村会議員選挙につい
ての文書(矢部家文書)


